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二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
七
日 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー 

 
青
ヶ
島
と
い
う
島
の
名
は
、
小
学
校
五
年
生
と
六
年
生
の
時
の
担
任
だ

っ
た
小
林
先
生
か
ら
聞
い
て
お
り
、
五
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
頭
の

片
隅
に
残
っ
て
い
た
。
な
ぜ
、
先
生
が
青
ヶ
島
の
こ
と
を
話
し
た
の
か
記

憶
に
な
い
が
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
こ
と
も
話
し
て
い
た
の
で
「
漂
流
と
島
」

に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
絶
海
の
孤
島
で
船
は
何

ケ
月
に
一
度
し
か
来
ず
島
民
は
雨
水
を
貯
め
て
暮
ら
し
て
い
る
」
と
い
う

の
が
青
ヶ
島
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
主
旨
だ
っ
た
。 

 

当
時
に
較
べ
る
と
、
交
通
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
船

は
八
丈
島
か
ら
週
四
～
五
便
出
て
い
る
し
、
毎
日
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
飛
ん

で
い
る
。 

 

羽
田
空
港
発
の
第
Ａ
Ｎ
Ａ
一
便
（
七
時
三
〇
分
）
に
乗
り
、
八
丈
島
へ
。

さ
ら
に
東
邦
航
空
が
運
航
し
て
い
る
「
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
乗
り
換
え
た
。
ヘ
リ
に
乗
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
、
少
々

気
を
も
ん
だ
が
、
九
時
四
〇
分
に
は
青
ヶ
島
に
着
い
た
。「
愛
ら
ん
ど
シ
ャ

ト
ル
」
は
八
丈
島
を
起
点
に
、
青
ヶ
島
、
御
蔵
島
、
三
宅
島
、
大
島
、
利

島
を
巡
航
し
て
い
る
。 

東
京
か
ら
伊
豆
七
島
の
一
番
南
に
あ
る
八
丈
島
ま
で
約
二
九
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
青
ヶ
島
は
八
丈
島
か
ら
さ
ら
に
六
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
に
位
置

し
て
い
る
。
東
京
か
ら
約
二
時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

半
世
紀
前
と
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。
た
だ
、
青
ヶ
島
港
は
長
い
突
堤
が
一

本
出
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
少
し
海
が
荒
れ
る
と
船
は
欠
航
に
な
る
。
こ

の
た
め
ヘ
リ
が
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
て
、
青
ヶ
島
に
来
る
人
の

約
八
割
が
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
需
要
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

ヘ
リ
の
定
員
は
九
人
と
少
な
く
、
一
ケ
月
前
の
予
約
開
始
と
同
時
に
満
席

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
キ
ャ
ン
セ
ル
も
多
い
の
で
、
仮
に
満
席
で

あ
っ
て
も
諦
め
ず
に
こ
ま
め
に
連
絡
す
れ
ば
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回

は
一
日
前
に
予
約
を
入
れ
た
が
、
幸
運
に
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た
。
当

日
の
乗
客
は
八
人
で
、
観
光
客
は
私
を
含
め
て
二
人
。
所
要
時
間
は
二
〇

分
で
あ
っ
た
。
船
だ
と
三
時
間
か
か
る
の
で
、
四
倍
の
料
金
を
払
っ
て
も

ヘ
リ
の
方
が
得
だ
。 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
集
落
の
あ
る
岡
部
地
区
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
着
陸
後

す
ぐ
に
八
丈
島
に
折
り
返
す
の
で
、
乗
客
や
送
迎
の
人
が
二
〇
人
ほ
ど
外

で
待
っ
て
い
た
。
な
か
に
は
島
の
駐
在
所
の
警
察
官
も
い
る
。
離
島
で
は

ど
こ
で
は
来
島
者
を
警
察
官
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
、
お
な
じ
み
の

光
景
だ
。 

青
ヶ
島
は
面
積
五
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
典
型
的
な
二
重
式
火
山

で
あ
る
。
現
在
西
ノ
島
が
噴
火
を
続
け
、
そ
の
面
積
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る

が
、
青
ヶ
島
も
大
昔
に
海
底
火
山
の
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
。
島
の
南
部
の
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火
口
は
直
径
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
カ
ル
デ
ラ
を
つ
く
り
、
標
高
三
〇
〇

～
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
外
輪
山
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
火
口
底
の
噴
火

に
よ
っ
て
内
輪
山
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
さ
ら
に
火
口
跡
が
拡
が
る
。

こ
の
山
は
丸
山
（
標
高
二
二
三
メ
ー
ト
ル
）
と
呼
ば
れ
、
丸
山
の
北
側
は

今
で
も
山
の
斜
面
の
噴
気
孔
か
ら
熱
い
水
蒸
気
を
噴
出
し
て
い
る
。
島
の

周
囲
九
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
海
食
に
よ
っ
て
断
崖
絶
壁
が
連
な
り
、
人

を
寄
せ
付
け
な
い
。 

こ
の
日
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
御
宿
・
実
朝
」
の
関
係
者
は
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
来
て
い
な
か
っ
た
。
近
く
の
青
年
に
宿
へ
の
道
を
聞
き
、
歩

い
て
五
分
ほ
ど
で
宿
に
着
い
た
。
民
宿
は
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
民
家
を

買
い
取
り
最
近
始
め
た
よ
う
だ
。
オ
ー
ナ
ー
の
女
性
は
以
前
村
役
場
に
勤

め
て
い
た
が
、
現
在
は
島
の
郵
便
局
で
配
達
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
通
常

は
雇
い
の
女
性
に
食
事
づ
く
り
や
管
理
を
ま
か
せ
て
い
る
よ
う
で
、
宿
に

は
こ
の
女
性
が
い
た
。
宿
帳
に
記
入
し
て
、
早
速
外
に
出
た
。 

 岡
部
地
区 

青
ヶ
島
は
北
部
の
「
岡
部
地
区
」
と
南
部
の
「
池
之
沢
地
区
」
に
大
別

さ
れ
、
人
が
住
む
の
は
岡
部
地
区
で
、
噴
火
口
に
あ
た
る
池
之
沢
地
区
は

原
生
林
と
農
地
と
な
っ
て
い
る
。 

岡
部
地
区
の
集
落
は
島
の
北
側
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
中

心
に
、
村
役
場
、
青
ヶ
島
小
中
学
校
、
診
療
所
、
図
書
館
、
保
育
園
、
駐

在
所
な
ど
の
公
共
施
設
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
島
内
の
幹
線
道
路
は
都
道

で
、
小
中
学
校
か
ら
下
っ
た
都
道
と
の
交
差
点
に
島
で
唯
一
の
信
号
が
あ

る
。
集
落
の
上
段
に
は
東
京
電
力
の
内
燃
力
発
電
所
、
簡
易
水
道
施
設
が

置
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
青
ヶ
島
の
全
家
庭
に
電
気
が
灯
っ
た
の
が
一

九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
、
簡
易
水
道
が
給
水
を
開
始
し
た
の
は
一
九
七

青ヶ島のヘリポート 



221 

 

九
（
昭
和
五
四
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

最
初
に
青
ヶ
島
村
役
場
に
向
か
っ
た
。
役
場
の
職
員
は
発
電
所
（
現
在

は
東
京
電
力
か
ら
役
場
が
運
転
を
受
託
）
と
診
療
所
、
保
育
園
を
除
く
と

一
七
名
で
、
こ
の
う
ち
一
〇
人
は
島
外
か
ら
来
た
人
で
あ
る
。
役
場
で
現

在
の
人
口
、
世
帯
数
を
聞
き
、
地
図
と
「
青
ヶ
島
島
史
」
を
購
入
す
る
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
人
口
は
一
七
〇
人
（
男
：

九
七
人
、
女
：
七
三
人
）
、
世
帯
数
は
一
一
一
戸
で
、
日
本
で
最
も
人
口
の

少
な
い
村
で
あ
る
。
う
ち
高
齢
者
は
二
四
人
で
、
高
齢
化
率
は
一
四
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。
子
供
は
、
保
育
園
児
五
人
、
小
学
生
九
人
、
中
学

生
六
人
で
あ
る
。
島
の
人
口
の
半
分
ほ
ど
は
島
外
の
人
で
あ
る
。
島
外
者

は
小
中
学
校
の
先
生
二
一
人
、
役
場
職
員
一
〇
人
ほ
ど
、
郵
便
局
の
五
～

六
人
、
建
設
業
者
の
雇
用
者
一
〇
人
ほ
ど
、
医
師
、
看
護
師
等
々
、
そ
し

て
そ
の
家
族
が
含
ま
れ
る
。 

役
場
の
隣
が
「
お
じ
ゃ
れ
セ
ン
タ
ー
」
だ
。「
じ
」
を
「
し
」
と
早
と
ち

り
し
て
「
お
し
ゃ
れ
セ
ン
タ
ー
」
と
は
何
だ
ろ
う
と
中
に
入
る
と
、
職
員

が
「
お
じ
ゃ
れ
」
と
は
島
言
葉
で
「
よ
う
こ
そ
」
と
い
う
意
味
だ
と
教
え

て
く
れ
た
。
医
師
一
人
、
看
護
師
一
人
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。
入
口
に
血

圧
計
が
あ
っ
た
の
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
最
高
血
圧
が
一
〇
一
と
や
け
に

低
い
。
機
械
が
お
か
し
い
の
で
は
と
い
っ
た
ら
、
埼
玉
県
か
ら
き
た
と
い

う
看
護
師
が
親
切
に
も
ポ
ン
プ
式
の
血
圧
計
で
測
っ
て
く
れ
て
、
機
械
は

間
違
い
な
か
っ
た
。 

図
書
館
で
島
関
係
の
資
料
を
捜
そ
う
と
思
っ
た
が
、
あ
い
に
く
開
館
は

14

時
か
ら
だ
と
い
う
。
午
後
に
回
し
、
集
落
内
を
歩
い
た
。
集
落
は
平
地

が
な
く
坂
ば
か
り
で
あ
る
。
大
き
な
木
は
見
当
た
ら
ず
、
や
た
ら
に
竹
が

目
立
つ
。
在
来
の
家
は
石
を
積
み
上
げ
た
塀
で
囲
ま
れ
た
平
屋
建
て
で
、

岡部地区の集落 
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防
風
対
策
が
徹
底
し
て
い
る
。
島
外
者
は
主
と
し
て
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
る
が
、
何
れ
も
Ｒ
Ｃ
構
造
の
２
階
建
で
あ
る
。 

 

還
住
の
碑 

 

村
役
場
の
上
に
あ
る
児
童
公
園
の
脇
に
「
還 か

ん

住
じ
ゅ
う

の
碑
」
が
建
っ
て
い

る
。
天
明
の
大
噴
火
で
八
丈
島
に
避
難
し
た
島
民
を
半
世
紀
ぶ
り
に
青
ヶ

島
に
戻
し
た
名
主
・
佐
々
木
次
郎
太
夫
を
モ
デ
ル
に
し
た
記
念
碑
だ
。
い

わ
ば
青
ヶ
島
の
復
興
記
念
碑
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。 

青
ヶ
島
に
い
つ
か
ら
人
が
住
み
始
め
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
青
ヶ
島

の
名
前
が
文
献
に
で
て
く
る
の
は
一
四
七
四
（
文
明
六
）
年
の
こ
と
ら
し

い
。
天
明
の
大
噴
火
が
起
こ
る
前
ま
で
の
青
ヶ
島
の
食
糧
生
産
条
件
は
八

丈
島
な
ど
に
較
べ
る
と
格
段
に
恵
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
噴
火
口
の

あ
る
池
之
沢
に
は
大
池
、
小
池
と
い
う
淡
水
の
池
が
あ
っ
て
水
事
情
が
よ

く
、
周
囲
を
外
輪
山
で
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
台
風
な
ど
の
風
害
を
受

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
、
池
之
沢
で
は
米
や
麦
な
ど

栽
培
し
て
自
給
し
、
養
蚕
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
サ
ツ
マ
イ
モ
は

当
時
八
丈
島
に
も
、
青
ヶ
島
に
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
き
な
漁
船
を
持

て
る
環
境
に
は
な
か
っ
た
が
、
島
の
周
囲
に
は
黒
潮
が
も
た
ら
す
カ
ツ
オ

や
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
水
産
資
源
も
豊
富
で
あ
り
、
鰹
節
や
ト
ビ
ウ
オ
の
塩

漬
け
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

こ
の
青
ヶ
島
を
突
然
襲
っ
た
の
が
一
七
八
〇
（
安
永
九
）
年
か
ら
始
ま

る
内
輪
山
の
噴
火
で
あ
る
。
そ
の
後
、
何
年
も
噴
火
を
繰
り
返
し
、
一
七

八
五
（
天
明
五
）
年
三
月
に
大
爆
発
が
起
き
た
。
昼
で
も
真
っ
暗
な
日
が

八
日
間
も
続
き
、
と
う
と
う
青
ヶ
島
の
島
民
は
全
員
八
丈
島
に
避
難
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
二
七
日
に
八
丈
島
か
ら
三
隻
の
救
助
船
が
到
着
、

一
六
三
人
が
八
丈
島
に
逃
れ
た
が
、
残
っ
た
約
二
二
〇
人
は
惨
死
し
た
。

青ヶ島村役場の建物 
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そ
の
後
、
何
回
か
島
民
が
戻
っ
た
が
、
基
本
的
に
無
人
島
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
を
「
天
明
の
別
れ
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

一
八
一
七
（
文
化
一
四
）
年
に
佐
々
木
次
郎
太
夫
が
三
九
郎
の
跡
を
継

い
で
名
主
と
な
る
と
、
綿
密
な
計
画
の
も
と
で
一
八
二
四
（
文
政
七
）
年

四
月
に
ほ
と
ん
ど
の
島
民
が
帰
島
を
果
た
す
。「
天
明
の
別
れ
」
か
ら
四
〇

年
が
経
と
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
荒
れ
た
土
地
を
開
墾
し
、
船
着
場
、

道
路
、
水
源
地
を
整
備
、
無
人
島
時
代
に
増
え
た
ネ
ズ
ミ
を
駆
除
し
、
一

八
三
五
（
天
保
六
）
年
に
青
ヶ
島
の
復
興
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
今
か
ら
一

七
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
復
興
事
業
の
こ
と
を
、
民
俗
学
者
の
柳

田
國
男
は
「
青
ヶ
島
還
住
記
」
と
し
て
著
し
た
。「
還
住
の
碑
」
は
こ
の
柳

田
の
著
書
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
。 

こ
の
功
績
に
よ
り
次
郎
太
夫
は
幕
府
か
ら
一
八
四
四
（
天
保
一
五
）
年

に
一
代
限
り
の
名
字
を
許
さ
れ
、
白
銀
一
〇
枚
を
賜
っ
て
い
る
。
そ
し
て

一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
四
月
に
当
地
で
没
し
た
。
集
落
の
高
台
に
次
郎

夫
の
墓
が
建
っ
て
い
た
。
こ
の
墓
は
東
京
都
の
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。 

信
号
の
近
く
に
「
佐
々
木
卯
之
助
翁
之
碑
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
同
じ

佐
々
木
姓
だ
が
上
述
の
次
郎
太
夫
と
は
血
縁
関
係
は
な
い
。
青
ヶ
島
は
八

丈
島
と
同
じ
く
流
刑
地
で
あ
っ
た
が
、
佐
々
木
卯
之
助
は
さ
ら
に
遠
隔
地

の
青
ヶ
島
に
流
さ
れ
、
島
で
没
し
た
有
名
人
で
あ
る
。
天
保
の
大
飢
饉
の

際
、
鉄
砲
の
演
習
場
の
直
轄
地
を
独
断
専
行
で
農
民
に
貸
し
、
開
墾
を
黙

認
さ
せ
た
罪
で
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
に
青
ヶ
島
に
流
さ
れ
、
一
八
七

六
（
明
治
九
）
年
に
死
去
し
た
。
島
に
来
た
の
は
青
ヶ
島
の
復
興
が
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

名
主
屋
敷
跡
と
牛
飼
い 

児童公園の脇に建つ還住の碑 
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佐
々
木
次
郎
太
夫
の
墓
か
ら
狭
い
急
坂
を
下
る
と
休
戸
橋
が
あ
る
。
小

さ
な
谷
に
架
か
る
橋
で
、
ふ
だ
ん
水
は
流
れ
て
い
な
い
。
再
び
坂
を
登
り
、

左
手
の
名
主
屋
敷
跡
の
看
板
を
す
ぎ
る
と
、
右
手
に
清
受
寺
と
い
う
粗
末

な
寺
が
あ
っ
た
。
島
で
唯
一
の
寺
で
、
入
口
に
小
さ
な
鐘
楼
が
吊
る
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
先
に
都
道
と
分
か
れ
る
山
道
が
あ
り
、
そ
こ
を
登
っ
た
先

が
大
里
神
社
で
あ
る
。 

木
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
玉
石
で
つ
く
ら
れ
た
急
勾
配
の
階
段
が
海
か

ら
一
直
線
に
空
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
と
思
わ
れ
る
女

性
が
一
人
で
階
段
の
草
む
し
り
を
し
て
い
た
。
昔
か
ら
の
島
民
が
少
な
く

な
り
、
神
社
の
手
入
れ
を
す
る
人
が
い
な
い
た
め
、
八
丈
島
か
ら
毎
年
草

む
し
り
に
来
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
年
は
六
月
以
来
二
回
目
だ
と
い
う
。

階
段
の
玉
石
は
島
に
戻
っ
た
島
民
が
海
岸
か
ら
拾
っ
て
運
び
あ
げ
た
も
の

だ
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
落
差
の
海
岸
ま
で
降
り
、
人
力
で
運
び
あ

げ
た
昔
の
人
々
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。
階
段
の
両
側
は
竹
が
繁
茂
し
て

い
る
。
神
社
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
、
屋
根
は
ト
タ
ン
板
、
扉
は
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
で
あ
る
。
内
部
に
囲
炉
裏
と
太
鼓
、
赤
鬼
と
お
た
ふ
く
の
よ
う
な
白

い
女
の
お
面
が
置
か
れ
て
い
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
お
面
は
地
元
で
「
デ

ィ
ラ
ホ
ン
」
と
呼
び
、
祭
り
の
時
に
使
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
。 

神
社
改
修
に
伴
う
寄
付
者
名
簿
が
板
に
書
か
れ
て
い
た
。
全
部
で
五
〇

人
ほ
ど
の
名
前
が
連
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
神
社
の
氏
子
は
五
〇
人
ほ
ど

な
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
大
里
神
社
は
出
雲
大
社
か
ら
分
祀
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
島
内
で
死
者
が
で
る
と
、
四
九
日
間
は
神
社
に
入
ら
な
い

風
習
が
あ
る
。 

彼
女
は
、
フ
リ
ー
で
時
間
と
金
が
あ
る
よ
う
で
、
島
根
県
の
隠
岐
や
鹿

児
島
県
の
甑
島
の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
。
何
れ
旅
を
し
た
い
島
の
よ
う
だ
。

彼
女
に
よ
る
と
、
青
ヶ
島
の
家
筋
は
、
佐
々
木
、
広
江
、
奥
山
、
菊
池
の

四
氏
で
、
こ
の
う
ち
菊
地
は
現
在
の
熊
本
県
菊
池
市
か
ら
逃
げ
て
き
た
豪

族
の
子
孫
で
七
人
が
八
丈
島
に
辿
り
つ
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
佐
々
木
卯

之
助
の
碑
は
神
奈
川
県
の
茅
ケ
崎
駅
前
に
も
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

教
え
て
く
れ
た
。 

神
社
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
名
主
屋
敷
跡
に
行
く
。
島
の
再
興
を
果
た
し

た
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
屋
敷
跡
で
あ
る
。
都
道
か
ら
脇
道
の
坂
を
下
る
と

み
ご
と
な
玉
石
の
石
垣
が
現
れ
た
。
八
丈
島
に
も
同
様
の
玉
石
の
石
垣
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
技
術
は
八
丈
島
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

一
つ
の
石
を
六
つ
の
石
で
支
持
し
て
い
る
頑
丈
な
石
垣
で
一
〇
〇
年
以
上

の
風
雪
に
耐
え
て
い
る
。
こ
の
奥
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
草

が
繁
り
沓
石
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

隣
の
家
は
島
一
番
の
牛
飼
い
・
佐
々
木
さ
ん
の
家
で
あ
る
。
次
郎
太
夫

の
縁
者
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
牛
飼
い
は
島
の
重
要
な
産
業
で
あ
っ

た
。
一
九
七
〇
年
以
前
は
使
役
用
の
牛
と
バ
タ
ー
作
り
の
た
め
に
乳
牛
が
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飼
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
黒
毛
和
牛
の
繁
殖

が
盛
ん
に
な
る
。
多
い
時
に
は
島
内
に
一
〇
〇
頭
以
上
の
雌

牛
が
飼
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、

牛
飼
い
は
ば
た
ば
た
と
減
少
し
、
今
で
は
一
〇
戸
ほ
ど
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
一
二
頭
の
雌
牛
を
飼
う
。

役
場
が
斡
旋
し
た
精
子
を
購
入
、
人
工
授
精
で
子
牛
を
生
産し

て
い
る
。
他

の
人
は
一
～

二
頭
を
飼
養

し
、
堆
肥
の
確

保
が
目
的
だ

と
い
う
。 

島
に
は
「
も
ん
じ
」
と
「
お
じ
ゃ
れ
杉
の
沢
」
と
い
う
二
軒
の
飲
み
屋

が
あ
る
が
、
昼
食
を
食
べ
さ
せ
る
食
堂
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
島
に
五
軒

あ
る
民
宿
は
一
泊
三
食
付
き
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
「
御
宿
・
実
朝
」
に
昼

食
を
食
べ
に
戻
る
。
部
屋
に
は
た
れ
に
漬
け
込
ん
で
焼
い
た
魚
、
鶏
肉
と

玉
ね
ぎ
の
卵
と
じ
、
要
は
親
子
丼
の
中
身
、
ア
シ
タ
バ
の
お
し
た
し
が
置

名主屋敷跡の入口にある玉石の石垣 

佐々木さんの牛舎 
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か
れ
て
い
た
。
ご
飯
と
み
そ
汁
を
勝
手
に
よ
そ
っ
て
食
べ
る
。
ド
リ
ッ
プ

用
の
コ
ー
ヒ
ー
も
置
い
て
あ
っ
た
の
で
食
後
に
飲
む
。
明
日
は
船
が
欠
航

す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
東
邦
航
空
に
ヘ
リ
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
入
れ

て
お
く
よ
う
に
、
と
の
置
手
紙
。
す
で
に
こ
の
こ
と
を
想
定
し
、
翌
々
日

の
朝
便
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
入
れ
て
お
い
た
。 

 池
之
沢
地
区 

午
後
か
ら
噴
火
口
の
池
之
沢
地
区
に
降
り
る
計
画
で
あ
る
。
歩
い
て
行

け
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
相
当
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
サ
ウ
ナ
に
入
り
、

内
輪
山
の
丸
山
を
歩
く
時
間
を
確
保
す
る
に
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
機
動
的
に

動
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

島
で
唯
一
の
自
動
車
修
理
工
場
が
レ
ン
タ
カ
ー
も
や
っ
て
い
る
の
で
軽

自
動
車
を
明
日
ま
で
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
修
理
工
場
は

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
酒
屋
も
経
営
し
て
い
て
、
多
様
な
業
態
で
あ
る
。

人
口
一
七
〇
人
の
需
要
が
少
な
い
島
で
は
、
な
に
ご
と
も
兼
業
し
な
い
と

食
べ
て
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。 

東
側
の
外
輪
山
を
進
み
、
大
千
代
港
に
行
く
道
と
分
岐
し
て
坂
道
を
下

る
と
「
平
成
流
し
坂
ト
ン
ネ
ル
」
で
あ
る
。
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に

開
通
し
た
。
こ
れ
を
く
ぐ
り
、
急
坂
を
降
り
た
先
が
池
之
沢
で
あ
る
。
火

口
に
降
り
る
と
環
境
は
一
変
す
る
。
集
落
の
あ
る
岡
部
地
区
や
外
輪
山
の

海
側
は
海
か
ら
吹
き
つ
け
る
強
い
風
の
た
め
木
が
極
端
に
少
な
く
竹
が
一

面
茂
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
池
之
沢
は
風
が
弱
く
穏
や
か
で
、
ス
ダ
ジ

イ
と
タ
ブ
を
中
心
と
し
た
照
葉
樹
林
を
形
成
し
て
い
る
。 

火
口
の
真
ん
中
に
ぽ
っ
こ
り
と
小
さ
な
山
が
見
え
る
。
内
輪
山
で
あ
る
。

こ
の
内
輪
山
の
周
り
を
取
り
巻
く
よ
う
に
周
回
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

火
口
部
は
手
つ
か
ず
の
原
生
林
に
混
ざ
っ
て
農
地
が
拓
か
れ
て
い
る
。
ま

火口部と内輪山の丸山 
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た
、
自
動
車
修
理
工
場
や
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
も
あ
る
。 

周
回
道
路
を
低
速
で
走
っ
て
い
る
と
外
輪
山
を
観
察
し
な
が
ら
歩
く
二

人
連
れ
の
地
質
屋
さ
ん
に
会
っ
た
。
青
ヶ
島
は
崖
崩
れ
が
頻
発
し
て
い
る

た
め
、
八
丈
支
所
の
依
頼
で
崩
壊
状
況
を
調
べ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。 

周
回
道
路
を
一
周
し
、
青
宝
ト
ン
ネ
ル
と
通
っ
て
青
ヶ
島
港
（
三
宝
港
）

を
見
学
、
再
び
周
回
道
路
に
戻
り
、
原
生
林
を
通
っ
て
塩
工
場
の
あ
る
駐

車
場
か
ら
丸
山
に
登
っ
た
。
山
道
で
ば
っ
た
り
先
の
地
質
屋
さ
ん
に
再
会

し
た
。 

丸
山
を
歩
い
て
一
周
す
る
。
お
よ
そ
三
〇
分
を
要
し
た
が
、
尾
根
筋
を

歩
く
の
で
起
伏
は
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
は
な
い
。
内
輪
山
の
火
口
は
す
で
に

火
山
活
動
を
停
止
し
て
い
る
の
で
樹
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
西
側

の
側
面
か
ら
は
そ
こ
か
し
こ
か
ら
水
蒸
気
が
吹
き
あ
げ
、
岩
肌
が
む
き
出

し
に
な
っ
て
い
て
植
物
は
見
ら
れ
な
い
。 

 切
葉
の
産
地 

風
が
弱
く
、
温
暖
で
、
し
か
も
水
が
周
り
か
ら
流
入
す
る
た
め
、
池
之

沢
地
区
で
は
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
農
業
用
水
も
整
備
さ
れ
、
最
近
貯

水
量
六
〇
〇
ト
ン
の
灌
漑
用
水
タ
ン
ク
も
新
た
に
整
備
さ
れ
た
。
青
ヶ
島

の
農
業
の
現
状
を
見
て
お
こ
う
。 

二
〇
一
〇
年
の
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
青
ヶ
島
の
農
家
数

は
一
三
戸
で
、
う
ち
販
売
農
家
は
七
戸
で
あ
る
。
販
売
農
家
の
農
業
従
事

者
は
一
二
人
、
う
ち
五
〇
歳
未
満
は
五
人
で
あ
っ
た
。
畑
地
の
面
積
は
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
中
心
と
す
る
農
作
物
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・

ロ
ベ
レ
ニ
ー
（
通
称
ロ
ベ
）
と
キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ハ
ラ
ン
な
ど
の
切
葉
類

を
主
に
生
産
し
て
い
る
。
切
葉
は
水
に
浸
し
て
お
け
ば
萎
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
流
通
条
件
の
悪
い
青
ヶ
島
に
適
し
た
栽
培
種
な
の
で
あ
る
。
最
近
の

西ヶ峰、大凸部、東台所尾根が連なる外輪山 
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農
業
生
産
額
は
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
農
作
物
が
約
二
〇
〇
〇
万
円
、
切
葉

が
約
八
〇
〇
万
円
、
子
牛
生
産
が
五
〇
〇
万
円
の
あ
わ
せ
て
三
三
〇
〇
万

円
ほ
ど
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
サ
ツ
マ
イ
モ
と
麦
は
焼
酎
に
加
工
さ

れ
て
島
外
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

 

ロ
ベ
の
市
場
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
八
丈
島
産
が
占
め
て
い
て
、
八
丈
島

の
最
近
の
出
荷
額
は
約
一
〇
億
円
と
農
産
物
全
体
の
半
分
以
上
に
及
び
、

八
丈
島
の
農
業
は
こ
の
ロ
ベ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
青
ヶ
島
の
ロ
ベ

は
こ
の
八
丈
島
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
、
最
近
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
。 

ロ
ベ
は
和
名
を
親
王
椰
子
と
い
い
、
も
と
も
と
八
丈
島
に
は
な
か
っ
た

植
物
で
あ
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
ロ
ベ
を
積
ん
で
小
笠
原
に
向

か
う
船
が
時
化
の
た
め
に
八
丈
島
に
寄
港
し
た
時
に
雌
雄
二
株
が
八
丈
島

の
樫
立
地
区
に
仮
植
さ
れ
、
こ
の
二
株
か
ら
増
え
た
種
子
が
八
丈
島
の
ロ

ベ
の
ツ
ー
ツ
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
く
観
葉
植
物
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ

サツマイモの畑 

フェニックス・ロベレニーの栽培地 
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の
後
切
葉
と
し
て
出
荷
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
他
産
地
で
は
葉
が
大

き
く
な
る
の
に
対
し
、
八
丈
島
と
青
ヶ
島
の
ロ
ベ
は
花
屋
が
使
い
や
す
い

小
さ
な
葉
が
特
徴
で
、
競
合
産
地
が
少
な
い
。
単
価
は
一
枚
二
〇
～
三
〇

円
で
変
動
も
少
な
く
、
経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
苗
を
植
え

れ
ば
葉
を
収
穫
す
る
だ
け
な
の
で
、
あ
ま
り
手
間
が
か
か
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
若
い
人
を
中
心
に
、
年
間
を
通
じ
て
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
牛
飼
い
か
ら
切
葉
づ
く
り
に
転
換
し
て
い
る
と
い
う
。 

ロ
ベ
は
風
に
よ
る
品
質
低
下
を
防
ぐ
た
め
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
火
口
部
は
も
と
も
と
風
が
少
な
く
適
地
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
ブ
ル
ー
の
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
中
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
新
た

に
ブ
ル
ー
の
ネ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
い
る
農
地
も
見
か
け
た
。 

 

原
生
林
に
囲
ま
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
は
風
の
影
響
を
受
け
な
い
が
、
さ

ら
に
畑
の
周
囲
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
似
た
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
防
風

か
、
防
疫
か
、
何
を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。 

 

ひ
ん
ぎ
ゃ 

 

内
輪
山
の
西
側
は
土
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
て
植
物
が
生
え
て
い

な
い
。
今
で
も
地
中
か
ら
火
山
の
主
蒸
気
が
噴
き
出
し
て
い
る
た
め
だ
。

島
で
火
山
の
噴
気
孔
の
こ
と
を
「
ひ
ん
ぎ
ゃ
」
と
い
う
。
こ
の
水
蒸
気
を

利
用
し
て
、
「
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
塩
」
が
つ
く
ら
れ
、
「
ふ
れ
あ
い
サ
ウ
ナ
」
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

塩
は
青
ヶ
島
港
か
ら
汲
ん
で
き
た
海
水
を
タ
ン
ク
に
蓄
え
て
お
き
、
海

水
を
ろ
過
し
て
平
釜
に
入
れ
、
噴
気
孔
か
ら
の
水
蒸
気
を
利
用
し
て
煮
詰

め
る
。
二
週
間
ほ
ど
で
塩
の
結
晶
が
で
き
始
め
る
。
更
に
一
週
間
ほ
ど
に

詰
め
て
か
ら
釜
揚
げ
し
、
遠
心
分
離
機
で
脱
水
し
て
「
塩
」
と
「
に
が
り
」

に
分
け
る
。
さ
ら
に
塩
の
結
晶
は
二
日
間
乾
燥
さ
せ
、
塊
を
粉
砕
し
て
「
ひ

ん
ぎ
ゃ
の
塩
」
が
で
き
あ
が
る
。
こ
の
製
塩
の
最
大
の
特
徴
は
地
熱
資
源

の
有
効
利
用
を
図
り
、
海
水
を
煮
詰
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
タ
ダ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
塩
づ
く
り
は
村
役
場
が
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
一
〇

月
か
ら
始
め
た
も
の
だ
が
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
度
か
ら
は
㈱
青

ヶ
島
製
塩
事
業
所
に
民
営
化
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
販
売
実
績
は
四
ト
ン
、

一
〇
〇
〇
万
円
強
で
推
移
し
て
い
る
。 

 

噴
気
孔
の
も
う
一
つ
の
熱
利
用
は
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
整
備

さ
れ
た
天
然
サ
ウ
ナ
だ
。
水
曜
日
が
定
休
日
で
、
一
六
時
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
。
丸
山
か
ら
降
り
、
サ
ウ
ナ
に
行
く
と
既
に
先
客
が
あ
り
、
定
刻
前

で
あ
っ
た
が
、
入
れ
て
く
れ
た
。
入
場
料
は
三
〇
〇
円
。
サ
ウ
ナ
で
敷
く

黄
色
の
タ
オ
ル
を
く
れ
る
。
後
で
利
用
客
を
調
べ
た
と
こ
ろ
年
間
二
〇
〇

〇
人
前
後
し
か
な
い
。
こ
の
う
ち
島
内
客
と
島
外
客
の
割
合
は
一
対
一
の

比
率
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
お
そ
ら
く
管
理
人
の
人
件
費
程
度
し
か
ま
か

な
え
な
い
だ
ろ
う
。 
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床
は
地
熱
で
熱
く
、
床
下
暖
房
が
利
い
て
い
る
。
サ
ウ
ナ
室
に
は
噴
気

孔
か
ら
噴
き
出
る
水
蒸
気
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
水
風
呂
も
あ
る
の
だ
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
浴
槽
を
通
じ
て
地
熱
が
伝
わ
り
、
湯
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
使
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

サ
ウ
ナ
に
は
神
奈
川
県
か
ら
来
た
と
お
ぼ
し
き
同
年
輩
の
二
人
が
先
に

入
っ
て
い
た
。
続
い
て
例
の
落
石
の
調
査
に
来
た
地
質
屋
さ
ん
の
二
人
も

加
わ
っ
た
。
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
体
を
洗
う
の
は
や
め
、

た
だ
し
シ
ャ
ン
プ
ー
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
頭
は
洗
う
。
た
っ
ぷ
り
汗
を

か
い
て
休
憩
室
で
ひ
と
休
み
し
て
か
ら
外
に
出
た
。
外
に
は
蒸
気
を
利
用

し
た
地
熱
釜
が
あ
る
。
水
蒸
気
で
、
野
菜
や
芋
、
卵
を
も
っ
て
き
て
調
理

す
る
人
も
多
い
と
い
う
。 

閉
館
時
間
が
迫
っ
て
い
た
の
で
急
い
で
村
役
場
に
引
き
返
し
、
図
書
館

に
行
く
。
着
い
た
の
は
ち
ょ
う
ど
閉
館
時
間
の
一
七
時
一
五
分
で
あ
っ
た
。

こ
こ
の
職
員
も
島
外
の
出
身
で
あ
る
。
娘
夫
婦
が
離
島
の
郵
便
局
勤
務
を

志
願
し
て
き
た
の
で
、
一
緒
に
つ
い
て
き
た
と
い
う
。
娘
夫
婦
は
神
津
島

に
転
勤
に
な
っ
た
が
、
青
ヶ
島
が
気
に
入
り
一
人
で
残
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

資
料
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
、
必
要
箇
所
を
写
真
撮
影
し
た
。
少
し
時
間
を

延
長
し
て
く
れ
た
。 

 焼
酎
工
場 

 

青
ヶ
島
の
基
幹
産
業
は
公
共
事
業
に
依
存
す
る
建
設
業
。
こ
れ
に
次
ぐ

の
が
「
青
酎
」
の
名
で
知
ら
れ
る
焼
酎
で
あ
る
。
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）

年
の
焼
酎
の
販
売
実
績
は
四
八
・
二
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
八
一
四
二
万
円
で

あ
っ
た
。 

焼
酎
工
場
は
宿
か
ら
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
宿
の
オ
ー
ナ
ー

の
お
兄
さ
ん
が
一
八
時
に
工
場
を
案
内
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

青ヶ島ふれあいサウナの入口 
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約
束
の
時
間
よ
り
も
三
〇
分
ほ
ど
早
く
着
い
た
が
、
工
場
に
は
だ
れ
も
い

な
い
。
既
に
陽
が
落
ち
て
い
て
事
務
所
に
電
気
が
つ
い
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
。
事
務
所
の
椅
子
に
座
っ
て
当
た
り
を
な
が
め
ま
わ
し
て
い
た
が
、
そ

の
う
ち
奥
山
さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
。
何
で
も
昼
間
は
建
設
業
の
仕
事
を
し

て
い
る
よ
う
で
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
焼
酎
工
場
に
く
る
よ
う
だ
。 

こ
の
工
場
は
焼
酎
を
つ
く
る
島
民
の
共
同
工
場
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
（
平

成
二
〇
）
年
三
月
に
稼
働
し
た
。
島
の
生
産
者
（
杜
氏
）
は
こ
の
工
場
を

借
り
て
焼
酎
を
生
産
し
て
い
る
。
早
速
、
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。 

原
料
を
蒸
す
釜
、
発
酵
槽
、
発
酵
タ
ン
ク
、
蒸
留
装
置
な
ど
を
ひ
と
通

り
見
る
。
青
ヶ
島
の
焼
酎
生
産
者
は
一
〇
人
で
、
一
三
種
類
の
焼
酎
を
生

産
し
て
い
る
。
原
料
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
麦
、
両
方
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
原
料
は
島
内
産
と
島
外
か
ら
の
移
入
品
に
分
け
ら
れ
、
量

的
に
は
移
入
品
の
方
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。
鹿
児
島
の
芋
焼
酎
や
沖
縄

の
泡
盛
、
奄
美
諸
島
の
黒
糖
酒
は
何
れ
も
米
麹
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対

し
、
青
酎
の
特
徴
は
麦
麹
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
麹
は
白
麹
、
黒
麹
と

天
然
の
三
種
類
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
白
麹
は
発
酵
力
が
強
く
量
産
向
き
、

黒
麹
は
甘
み
が
あ
り
、
天
然
麹
は
味
が
複
雑
で
酸
味
が
強
い
、
と
い
う
特

徴
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
仕
込
み
は
丼
仕
込
み
と
い
う
麹
と
麦
を

同
時
に
投
入
し
て
も
ろ
み
を
と
る
方
法
と
、
麹
だ
け
で
つ
く
っ
た
一
次
も

ろ
み
に
芋
を
投
入
し
て
二
次
も
ろ
み
を
と
る
二
段
仕
込
み
に
分
か
れ
る
。

麦
を
蒸
し
て
麹
を
入
れ
る
と
二
四
時
間
で
発
酵
す
る
。
熱
く
な
る
と
麹
菌

の
力
が
弱
く
な
る
の
で
タ
ン
ク
の
周
り
に
水
を
回
し
て
冷
や
す
。
も
ろ
み

が
で
き
る
ま
で
、
白
麹
と
黒
麹
は
二
週
間
ほ
ど
、
自
然
麹
だ
と
約
一
ヶ
月

か
か
る
の
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
を
蒸
留
器
で
蒸
留
し
て
焼
酎
を
得
る
。
最
初

に
出
て
来
る
蒸
留
分
は
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
七
〇
度
も
あ
る
と
い
う
。 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
と
焼
酎
の
製
造
技
術
は
八
丈
島
か
ら
伝
わ
っ
た
も

青酎の仕込みタンク 
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の
で
あ
っ
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
が
八
丈
島
に
伝
わ
り
、
本
格
的
に
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
一
一
（
文
化
八
）
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
青
ヶ
島
で
の
栽
培
は
さ
ら
に
遅
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、「
天
明

の
別
れ
」
か
ら
島
民
が
島
に
戻
り
復
興
が
な
っ
た
一
八
三
五
年
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
焼
酎
の
製
造
技
術
を
八
丈
島
に
伝
え
た
の
は
薩
摩
藩

の
流
人
・
丹

宗

庄

た
ん
そ
う
し
ょ
う

右 う

衛
門

え
も
ん

で
あ
っ
た
。
庄
右
衛
門
は
一
八
五
三
（
嘉
永

六
）
年
に
密
貿
易
の
罪
で
八
丈
島
に
流
さ
れ
て
き
た
。
当
時
の
八
丈
島
は

頻
繁
に
飢
饉
が
起
こ
り
、
食
糧
難
が
続
い
て
い
た
た
め
、
米
か
ら
酒
を
つ

く
る
と
庶
民
の
食
糧
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
た
め
一
八
二
八
（
文
政

一
一
）
年
に
神
事
や
祝
儀
の
場
合
を
除
い
て
酒
造
を
禁
止
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
芋
を
原
料
に
す
れ
ば
穀
物
を
使
わ
な
く
て
い
い
。
彼
は
郷
里
の
薩

摩
か
ら
焼
酎
の
製
造
器
具
を
と
り
よ
せ
、
芋
焼
酎
製
造
の
技
術
を
伝
え
た
。

こ
れ
が
現
在
の
八
丈
焼
酎
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
青
ヶ
島
に
は
お
そ
ら
く
一

九
世
紀
末
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

青
ヶ
島
で
は
島
で
と
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
麦
を
原
料
に
各
家
で
焼
酎
を

つ
く
り
、
自
家
用
に
飲
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
交
通
の
極
め
て
不
便
な

青
ヶ
島
に
は
国
税
庁
の
役
人
も
来
な
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
密
造
酒
と
し

て
島
民
に
飲
ま
れ
続
け
て
き
た
。 

 
 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
島
の
生
産
者
が
出
資
し
て
青
ヶ
島
酒
造

合
資
会
社
を
設
立
、
島
お
こ
し
に
む
け
て
こ
の
密
造
酒
は
晴
れ
て
公
に
販

売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
生
産
量
が
少
な
く
、
し
か
も
手
造
り

に
近
い
た
め
、
こ
の
青
酎
は
「
幻
の
焼
酎
」
と
し
て
俄
然
注
目
を
集
め
る

よ
う
に
な
り
、
近
年
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
産
量
が
限

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
こ
で
も
買
え
る
も
の
で
は
な
い
。
販
売
先
は
「
東

京
愛
ら
ん
ど
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
、
世
田
谷
の
等
々
木
に
あ
る
「
池
田
屋
」

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。 

お
土
産
に
「
青
酎
・
伝
承
」
を
購
入
し
た
。
七
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で

青酎の各種銘柄 
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税
抜
き
三
〇
〇
〇
円
な
の
で
、
け
っ
こ
う
い
い
値
段
で
あ
る
。
た
だ
、
年

間
の
生
産
本
数
は
一
〇
〇
〇
本
と
い
う
か
ら
か
な
り
の
限
定
品
と
い
え
る
。

こ
の
銘
柄
は
島
内
産
の
麦
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
原
料
で
、
麹
は
天
然
麹
を
使

用
し
た
丼
仕
込
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
昔
か
ら
青
ヶ
島
で
つ
く
っ
て
き
た
典

型
的
な
「
島
酒
」
な
の
で
あ
る
。
島
で
つ
く
っ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品

種
は
何
種
類
も
あ
る
ら
し
い
。
奥
山
さ
ん
の
話
で
は
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の

た
め
異
な
る
品
種
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
つ
く
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
そ
し

て
気
温
が
温
暖
な
た
め
、
関
東
地
方
で
は
一
〇
月
一
杯
く
ら
い
ま
で
に
収

穫
す
る
の
に
対
し
、
青
ヶ
島
は
温
暖
で
霜
が
な
い
た
め
、
一
二
～
一
月
ご

ろ
ま
で
置
い
て
お
け
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
焼
酎
の
生
産
が
本
格
化
す
る
。 

島
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
た
後
に
麦
を
植
え
、
麦
の
後
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
植
え
る
と
い
う
輪
作
体
系
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
サ
ツ

マ
イ
モ
は
生
で
島
外
に
出
荷
す
る
の
で
は
な
く
、
焼
酎
に
し
て
販
売
し
て

い
る
の
で
、
島
と
し
て
は
典
型
的
な
六
次
産
業
化
が
実
現
し
て
い
る
わ
け

だ
。 

 

奥
山
さ
ん
は
全
て
の
焼
酎
を
試
飲
さ
せ
な
が
ら
、
銘
柄
の
特
徴
を
解
説

し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
炭
酸
割
り
、
水
割
り
の
二
通
り
の
飲
み
方
も
披
露

し
て
く
れ
た
。
け
っ
こ
う
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
車
で
帰
る
の
が
心
配
だ
っ

た
が
、
道
を
歩
い
て
い
る
人
は
い
な
い
し
、
距
離
も
た
い
し
た
こ
と
は
な

い
の
で
、
飲
酒
運
転
と
あ
い
な
っ
た
。 

 

焼
酎
工
場
か
ら
宿
に
戻
っ
た
。
サ
ウ
ナ
に
入
っ
た
の
で
宿
で
は
風
呂
に

入
ら
ず
、
す
ぐ
に
夕
食
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ビ
ー
ル
は
置
い
て
い
な
い
。

酒
類
は
全
て
持
ち
込
み
だ
と
い
う
の
で
、
十
一
屋
酒
店
ま
で
買
い
に
行
く
。

ち
な
み
に
十
一
屋
酒
店
で
は
「
青
酎
池
の
沢
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
麦
と
芋

の
ブ
レ
ン
ド
酒
を
つ
く
っ
て
い
る
。
雑
味
が
な
く
飲
み
や
す
い
と
い
う
が
、

工
場
で
た
く
さ
ん
試
飲
し
て
き
た
の
で
焼
酎
は
や
め
た
。 

 

宿
に
は
私
の
他
に
、
土
建
業
の
現
場
で
働
く
若
い
女
性
が
い
た
。
島
外

か
ら
や
っ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
ド
ボ
ジ
ョ
」
だ
。
彼
女
は
こ
の
宿
に
下
宿

し
て
い
る
よ
う
で
、
食
事
は
部
屋
で
食
べ
て
い
た
。
島
の
最
大
の
産
業
は

土
建
業
で
あ
る
。
島
に
は
青
ヶ
島
総
合
開
発
、
広
江
建
設
の
二
社
が
あ
り
、

さ
ら
に
五
洋
建
設
の
作
業
場
も
あ
る
。
青
ヶ
島
港
は
長
期
に
わ
た
り
建
設

中
の
た
め
だ
。
島
民
の
ほ
と
ん
ど
は
土
建
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
人
手
が
足
り
な
い
の
で
島
外
の
労
働
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
労
働

力
は
東
北
の
震
災
復
興
に
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
、「
ド
ボ
ジ
ョ
」
も
島
に
と

っ
て
は
貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。 

 

宿
の
オ
ー
ナ
ー
は
食
事
の
後
半
に
現
れ
た
。
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
島
の

事
情
を
聞
い
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
奥
山
さ
ん
と
い
い
、
一
九
六
九
（
昭
和
四

四
）
年
に
青
ヶ
島
で
生
ま
れ
た
。
島
に
二
軒
あ
る
居
酒
屋
は
け
っ
こ
う
賑

わ
っ
て
い
て
、
地
元
情
報
を
得
る
に
は
好
都
合
な
の
で
、
様
子
を
み
に
行

こ
う
か
と
思
っ
た
が
、
両
店
と
も
経
営
者
は
島
外
の
人
だ
と
聞
い
て
や
め
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た
。 

 
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
八
日 

外
輪
山
と
簡
易
水
道 

日
の
出
と
と
も
に
外
出
す
る
。
車
で
大
凸
部

お
お
と
ん
ぶ

の
麓
ま
で
行
き
、
歩
い
て

登
る
。
大
凸
部
は
外
輪
山
の
最
高
点
で
、
標
高
四
三
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
内
輪
山
と
火
口
を
一
望
で
き
る
は
ず
だ
が
、
す
っ
ぽ
り
と
朝
モ

ヤ
が
か
か
り
、
全
く
見
え
な
い
。
昨
夜
の
雨
で
カ
タ
ツ
ム
リ
が
で
て
き
た

の
だ
ろ
う
、
山
道
で
た
く
さ
ん
見
か
け
た
。
そ
の
う
ち
二
個
体
を
採
集
し

て
持
ち
帰
っ
た
。
朝
露
で
ズ
ボ
ン
も
靴
も
濡
れ
て
し
ま
っ
た
。
早
々
に
引

き
返
し
て
車
に
戻
っ
た
。 

集
落
か
ら
青
ヶ
島
港
ま
で
は
外
輪
山
の
尾
根
伝
い
の
道
が
通
っ
て
い
た
。

そ
の
道
に
向
か
っ
た
が
、
集
落
の
は
ず
れ
に
あ
る
広
江
建
設
の
先
で
通
行

止
め
と
な
っ
た
。
こ
の
先
は
崖
崩
れ
で
行
け
な
い
。 

続
い
て
、
東
電
の
発
電
所
前
を
通
り
、
簡
易
水
道
施
設
に
い
く
山
道
を

走
る
。
施
設
の
脇
に
車
を
止
め
て
尾
山
展
望
公
園
ま
で
歩
き
、
つ
づ
い
て

東

台
所

と
う
だ
い
し
ょ

神
社
ま
で
行
く
。
大
凸
部
の
登
り
口
か
ら
も
玉
石
の
階
段
が
で

き
て
い
て
、
神
社
付
近
で
合
流
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
は
滑
り
や

す
い
た
め
、
一
般
に
は
尾
山
展
望
公
園
経
由
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。 

青
ヶ
島
で
は
山
に
降
っ
た
雨
を
集
め
て
簡
易
水
道
の
水
源
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
集
水
斜
面
が
緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
。
通
常
は
谷
に
集
ま
っ
た

水
を
利
用
す
る
が
、
こ
う
し
て
山
の
斜
面
に
不
透
水
の
処
理
を
し
て
集
め

て
い
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
も
例
を
見
な
い
だ
ろ
う
。
か
な
り
特
異
な
景
観

を
形
成
し
て
い
る
。 

七
時
ご
ろ
、
拡
声
器
で
本
日
の
船
は
出
港
す
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
あ
っ

た
。
民
宿
に
戻
っ
て
朝
食
、
誰
も
い
な
い
の
で
勝
手
に
食
べ
る
。「
ド
ボ
ジ

ョ
」
の
お
姉
さ
ん
も
出
勤
し
て
い
っ
た
。 

緑色に塗られた簡易水道水の集水面 
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「
御
宿
・
実
朝
」
の
坂
を
下
る
と
五
洋
建
設
の
工
事
事
務
所
、
さ
れ
に

そ
の
先
に
島
の
ゴ
ミ
処
理
を
行
う
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
海
に
近
く
な
る

と
一
面
竹
林
が
続
く
。
か
つ
て
牛
の
放
牧
場
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ウ
マ
ン
共
同

牧
場
、
今
は
牛
の
飼
育
頭
数
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
竹
が
覆
わ
れ
て
い
る
。 

続
い
て
、
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
道
を
下
っ
た
先
に
あ
る
神
子
の
浦
展
望

公
園
に
行
く
。
か
つ
て
こ
の
下
は
島
の
唯
一
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
。
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
絶
壁
を
下
っ
た
先
に
船
が
つ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
大
き

な
船
は
着
岸
で
き
な
い
の
で
、

艀
は
し
け

で
往
復
し
た
が
、
現
在
は
や
は
り
崖

崩
れ
で
下
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い

。 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
は
、
九
時
四
五
分
発
の
ヘ
リ
に
乗
る
人
が
待
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
地
質
屋
さ
ん
に
四
た
び
再
会
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
先
に
金
比
羅
神
社

が
あ
る
。
間
違
え
て
隣
の
家
へ
い
っ
て
し
ま
い
、
東
台
所
神
社
の
お
参
り

か
ら
ち
ょ
う
ど
戻
っ
た
こ
の
家
の
奥
さ
ん
と
立
ち
話
を
し
た
。
奥
山
さ
ん

と
い
い
七
八
歳
に
な
る
。
御
主
人
は
金
比
羅
神
社
の
神
主
を
し
て
い
る
。

島
の
出
身
だ
が
、
ご
主
人
が
肺
結
核
を
患
い
東
京
で
療
養
し
て
い
た
た
め

二
〇
年
ほ
ど
島
外
で
生
活
し
た
と
い
う
。
こ
の
家
は
屋
根
の
高
さ
ま
で
石

垣
の
塀
で
囲
ま
れ
て
い
て
、
青
ヶ
島
の
民
家
の
典
型
的
な
造
り
だ
。
家
の

脇
に
は
牛
小
屋
が
あ
り
１
頭
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
牛
舎
の
前
に
は

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
ひ
ろ
が
り
、
焼
酎
を
つ
く
っ
て
い
る
家
に
売
る
の
だ
そ

う
だ

。 

 

崖
崩
れ 

外
洋
に
あ
る
島
は
波
浪
に
よ
り
周
囲
か
ら
削
り
取
ら
れ
て
い
く
宿
命
を

負
っ
て
い
る
。
青
ヶ
島
も
で
き
た
当
初
は
な
だ
ら
か
な
裾
野
が
形
成
さ
れ

て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
海
食
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
、
断
崖
絶
壁
に
な

っ
た
。
そ
し
て
更
に
削
り
取
ら
れ
、
が
け
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て

石垣で囲まれた島の典型的な家 
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い
る
。
神
社
で
会
っ
た
女
性
も
、
宿
の
オ
ー
ナ
ー
も
、
青
ヶ
島
は
「
近
年
、

崖
崩
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
。 

港
が
一
つ
だ
け
で
は
風
向
き
に
よ
っ
て
船
が
着
岸
で
き
な
い
た
め
、
青

ヶ
島
港
の
反
対
側
（
東
側
）
に
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
か
ら
大
千
代

港
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
港
の

上
で
大
き
な
崩
落
事
故
が
発
生
し
工
事
が
中
断
、
さ
ら
に
一
九
九
六
年
に

は
大
規
模
な
崩
壊
が
起
こ
り
全
く
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。 

こ
の
大
千
代
港
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
外
輪
山
の
尾
根

道
を
車
で
進
ん
だ
。
行
き
止
ま
り
ま
で
行
く
と
車
が
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
な
い

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
車
を
止
め
て
途
中
か
ら
徒
歩
に
切
り
替
え
大
千
代
港

へ
の
道
を
下
っ
た
。
や
が
て
道
は
通
行
止
め
に
な
り
、
目
の
前
に
崩
落
し

た
斜
面
が
現
れ
た
。
村
道
の
脇
に
は
犠
牲
者
を
悼
む
石
碑
が
建
っ
て
い
た
。

「
平
成
六
年
九
月
二
七
日
、
村
道
崩
壊
に
よ
り
没
し
た
三
名
の
霊
に
捧
ぐ
」

と
書
か
れ
た
石
碑
に
久
保
田
浩
、
荒
井
武
雄
、
瀬
尾
輝
夫
の
三
名
の
氏
名

が
刻
ま
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
全
員
が
島
外
の
人
だ
ろ
う
。 

役
場
に
再
び
顔
を
出
し
、
広
報
誌
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
し

か
し
役
場
に
は
在
庫
は
な
く
、
図
書
館
に
あ
る
と
い
う
。
図
書
館
の
鍵
を

開
け
て
も
ら
い
、
サ
ウ
ナ
の
利
用
者
お
よ
び
出
入
島
者
数
の
デ
ー
タ
を
書

き
写
す
。
ま
た
、
青
ヶ
島
に
関
す
る
文
献
も
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
。
そ
の
中

に
平
成
六
年
版
の
「
青
ヶ
島
村
の
概
要
」
と
い
う
小
冊
子
が
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
こ
の
類
い
の
資
料
は
毎
年
更
新
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
、

役
場
の
職
員
に
た
ず
ね
る
と
皆
押
し
黙
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
女
性
職
員

が
「
平
成
二
六
年
版
」
が
あ
る
と
答
え
た
。
と
こ
ろ
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な

い
。
ど
う
や
ら
パ
ソ
コ
ン
か
ら
出
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が
、

何
を
し
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
作
業
を
し

て
い
た
女
性
が
デ
ー
タ
を
私
の
前
に
放
り
投
げ
た
。
職
員
は
我
関
せ
ず
と

大千代港に通ずる道路の崩落現場 
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パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
。
全
く
覇
気
が
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
島
に
来
て

働
く
く
ら
い
な
の
で
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
多
い
の
か
と
想
像
し
て
い
た

が
、
ま
逆
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
島
外
の
落
ち
こ
ぼ
れ
が
島
に
集
ま
っ
た
感

じ
で
、
残
念
至
極
で
あ
る
。 

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
と
宿
で
清
算
し
、
池
之
沢
地
区
に
向
か
う
。
地
図
に

「
ガ
ケ
崩
れ
の
危
険
あ
り
」
と
書
か
れ
た
道
を
進
む
と
、
外
輪
山
の
崖
下

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
避
難
用
シ
ェ
ル
タ
ー
が
現
れ
た
。
そ
の
奥
は
防
災

科
学
技
術
研
究
所
の
青
ヶ
島
地
震
観
測
施
設
だ
っ
た
。
道
は
す
ぐ
に
行
き

止
ま
り
と
な
り
、
そ
の
手
前
に
有
刺
鉄
線
に
囲
ま
れ
、
黄
色
に
塗
ら
れ
た

鉄
製
の
弾
薬
庫
が
あ
っ
た
。
多
分
崖
崩
れ
が
発
生
し
た
時
に
対
処
す
る
た

め
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
辺
の
原

生
林
に
は
南
方
系
の
シ
ダ
の
一
種
・
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
が
群
生
し
て
い
た
。 

 

青
ヶ
島
の
玄
関
口
で
あ
る
青
ヶ
島
港
に
通
ず
る
外
輪
山
の
尾
根
ル
ー
ト

も
す
で
に
崩
壊
し
て
い
る
。
外
輪
山
の
ど
て
っ
腹
に
穴
を
あ
け
た
青
宝
ト

ン
ネ
ル
が
港
へ
の
唯
一
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
に
一
年
半
か
け

て
完
成
し
た
。
港
の
背
後
は
崖
崩
れ
を
防
止
す
る
た
め
ほ
ぼ
前
面
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
吹
き
つ
け
ら
れ
、
さ
な
が
ら
要
塞
の
お
も
む
き
で
あ
る
。
新

設
さ
れ
た
船
客
待
合
所
は
上
か
ら
岩
が
落
ち
て
き
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に

頑
丈
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
て
い
る
。
さ
ら
に
落
石
対
応
の
シ
ェ
ル
タ

ー
を
隣
に
建
設
中
で
、
二
〇
人
ほ
ど
の
作
業
員
が
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
。 

自
然
の
脅
威
に
対
し
て
人
の
力
は
知
れ
て
い
る
。
い
つ
こ
の
要
塞
が
崩

れ
落
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
永
遠
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。 

 

漁
業
と
島
寿
司 

 

昨
夜
の
夕
食
は
カ
キ
フ
ラ
イ
、
豚
肉
の
生
姜
焼
、
メ
ジ
ナ
の
酢
漬
け
、

里
芋
煮
、
明
日
葉
の
胡
麻
和
え
、
そ
し
て
島
寿
司
で
あ
っ
た
。
カ
キ
と
豚

背後の崖をコンクリートで固めた三宝港 
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肉
は
島
外
の
も
の
だ
が
、
他
は
島
内
で
と
れ
た
も
の
で
と
り
わ
け
島
寿
司

は
八
丈
島
と
青
ヶ
島
の
郷
土
食
で
あ
る
。 

 
島
寿
司
の
ネ
タ
は
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
メ
ダ
イ
な
ど
何
で
も
あ
り
だ
。

そ
の
時
獲
れ
た
魚
を
使
う
。
こ
の
日
は
ほ
と
ん
ど
市
場
価
値
の
な
い
イ
ス

ズ
ミ
で
あ
っ
た
。
宿
の
オ
ー
ナ
ー
が
港
で
釣
っ
て
き
た
。
ネ
タ
は
醤
油
に

酢
を
入
れ
た
液
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ヅ
ケ
」
と
い
う
や

つ
だ
が
、
長
く
は
漬
け
な
い
。
昔
は
今
よ
り
砂
糖
で
甘
み
を
強
く
し
た
寿

司
飯
だ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
保
存
食
で
、
数
日
間
は
食
べ
ら
れ
た
そ
う

だ
。
全
部
で
一
〇
貫
あ
り
苦
戦
し
そ
う
だ
っ
た
が
、
結
局
平
ら
げ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
島
で
は
昔
か
ら
け
っ
こ
う
魚
を
食
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
青
ヶ
島
に
お
け
る
漁
業
の
概
要
を
整
理
し
て
お
こ
う
。 

青
ヶ
島
の
周
囲
は
断
崖
絶
壁
が
連
な
る
た
め
、
船
を
留
め
る
港
が
な
か

っ
た
。「
神
子
の
浦
」
の
玉
石
の
浜
が
唯
一
の
船
の
発
着
場
で
、
沖
に
泊
ま

っ
た
大
型
船
と
の
間
を
艀
が
通
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
船
は
玉
石
の

浜
か
ら
崖
の
途
中
ま
で
人
力
で
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
船

を
持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
黒
潮
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
水
産
資
源
が
豊
富
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
恩
恵
に

浴
し
な
か
っ
た
。
戦
後
ま
も
な
く
青
ヶ
島
を
調
査
し
た
酒
井
卯
作
に
よ
る

と
、「
幸
い
、
島
の
周
囲
は
漁
場
と
し
て
適
当
な
場
所
で
あ
る
が
、
近
年
は

内
地
や
八
丈
島
か
ら
く
る
機
動
力
の
あ
る
漁
船
に
荒
ら
さ
れ
て
、
漁
業
も

次
第
に
衰
微
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
、
青
ヶ
島
港
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
。

青
ヶ
島
に
最
初
の
突
堤
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
漁
船
を
引
き
上
げ
る
斜
路
が

で
き
、
さ
ら
に
漁
船
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
く
く
っ
て
吊
り
上
げ
る
ク
レ
ー
ン
も

整
備
さ
れ
、
比
較
的
大
型
の
動
力
船
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

二
〇
一
三
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
青
ヶ
島
の
漁
業
経
営
体
は
八
、

漁
業
就
業
者
も
八
人
、
漁
船
数
も
八
隻
で
あ
る
。
全
員
が
一
種
兼
業
で
、

専
業
者
は
い
な
い
。 

統
計
の
通
り
青
ヶ
島
港
に
は
八
隻
の
漁
船
が
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
島
に
は
漁
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
、
役
場
に
事
務
局
が
置
か
れ
て

い
る
。
残
念
な
が
ら
、
事
務
局
の
職
員
は
不
在
で
話
を
聞
け
な
か
っ
た
の

だ
が
、
支
庁
の
資
料
で
は
正
組
合
員
が
二
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
漁
船
数

と
は
合
致
し
な
い
。
お
そ
ら
く
水
産
業
協
同
組
合
法
上
の
基
準
を
ク
リ
ア

ー
す
る
た
め
の
数
合
わ
せ
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
宿
の
オ
ー
ナ
ー

の
話
で
は
、
港
や
磯
に
降
り
て
釣
り
を
す
る
人
が
結
構
い
る
そ
う
だ
。
断

崖
を
磯
ま
で
降
り
る
た
め
に
手
づ
く
り
の
梯
子
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

ナ
カ
ウ
ラ
、
オ
オ
ネ
カ
ル
、
ク
ロ
ネ
な
ど
い
く
つ
か
の
釣
り
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
と
い
う
。
こ
の
磯
で
は
、
イ
サ
キ
、
メ
ジ
ナ
、
ア
カ
ハ
タ
、
小
さ
い

カ
ン
パ
チ
、
シ
マ
ア
ジ
、
ヒ
ラ
マ
サ
、
イ
シ
ガ
キ
ダ
イ
、
さ
ら
に
深
場
に

棲
む
メ
ダ
イ
も
釣
れ
る
。
こ
う
し
た
釣
り
を
す
る
人
も
含
め
て
組
合
員
を
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確
保
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

島
で
営
ま
れ
て
い
る
漁
船
漁
業
は
、
①
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
類
（
キ
ハ
ダ
、

ビ
ン
チ
ョ
ウ
）、
カ
ジ
キ
類
な
ど
の
回
遊
魚
を
対
象
と
す
る
曳
釣
り
、
②
ア

オ
ダ
イ
、
メ
ダ
イ
な
ど
の
深
場
の
一
本
釣
り
で
、
年
間
の
生
産
額
は
一
〇

〇
〇
万
円
強
で
あ
る
。
や
は
り
宿
の
オ
ー
ナ
ー
の
話
だ
が
、
八
人
の
漁
師

の
う
ち
現
在
島
を
出
て
い
る
人
が
二
人
、
建
築
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
が

四
人
、
島
で
ま
と
も
な
漁
師
は
一
人
だ
け
だ
と
い
う
。
そ
の
人
は
発
電
所

勤
務
と
漁
師
の
兼
業
だ
。
あ
い
に
く
こ
の
人
も
勤
務
時
間
中
で
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
漁
船
を
上
げ
下
ろ
し
す
る
た
め
の
ク
レ
ー
ン
操

作
は
一
人
で
で
き
る
そ
う
だ
が
、
ば
か
で
か
い
ク
レ
ー
ン
で
漁
船
を
吊
り

上
げ
る
光
景
は
驚
異
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
危
険
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
凪

の
時
し
か
操
業
で
き
な
い
。 

漁船を引き上げる巨大なクレーン 

陸上に引き上げられた漁船 
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漁
獲
物
は
連
絡
船
に
乗
せ
て
八
丈
島
に
運
び
、
翌
日
の
東
海
汽
船
の
船

に
積
ん
で
夜
竹
芝
桟
橋
に
着
く
。
そ
し
て
翌
々
日
の
築
地
市
場
に
出
荷
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
消
費
地
市
場
に
青
ヶ
島
の
魚
が
並
ぶ
の
は
三
日
後
に
な

る
。 

 

港
湾
整
備
と
連
絡
船 

青
ヶ
島
に
定
期
船
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）

年
の
こ
と
で
、
五
月
と
七
月
の
二
回
、
小
笠
原
に
行
く
船
が
寄
り
、
郵
便

の
集
配
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）

年
に
東
海
汽
船
の
船
が
東
京
～
父
島
か
ら
青
ヶ
島
を
結
び
、
そ
の
回
数
も

増
え
て
き
た
。
こ
の
当
時
の
青
ヶ
島
の
玄
関
口
は
集
落
の
下
に
あ
る
「
神

子
の
浦
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
玉
石
の
海
岸
で
、
船
は
接
岸
で
き
ず
、
小

さ
な
艀
が
陸
と
沖
の
船
を
つ
な
い
だ
。
艀
は
櫓
で
漕
い
だ
が
、
そ
の
後
動

力
船
に
な
っ
た
。 

現
在
の
青
ヶ
島
港
の
整
備
が
始
ま
る
の
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

か
ら
で
あ
る
。
東
京
都
が
港
湾
管
理
者
と
な
り
、
一
九
五
九
年
か
ら
本
格

的
な
整
備
が
開
始
さ
れ
た
。
島
の
南
西
部
に
あ
る
大
三
宝
と
小
玉
宝
と
い

う
岩
礁
を
利
用
し
て
港
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）

年
に
は
艀
の
陸
揚
げ
設
備
が
で
き
、
一
九
六
四
年
に
は
ウ
イ
ン
チ
が
取
り

付
け
ら
れ
た
。
港
に
小
さ
な
突
堤
が
完
成
し
、
船
が
接
岸
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
八
（
昭

和
四
三
）
年
か
ら
東
海
汽
船
の
就
航
回
数
は
月
一
回
か
ら
二
ケ
月
に
三
回

に
増
え
た
。 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
八
丈
島
と
青
ヶ
島
の
間
を
村
営
船
「
あ

お
が
し
ま
丸
」
が
初
め
て
就
航
し
、
両
島
間
を
二
時
間
四
〇
分
で
結
ん
だ
。

回
数
も
初
め
は
五
日
に
一
回
の
頻
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
週
二
回
に
増

便
さ
れ
た
。
宿
の
オ
ー
ナ
ー
が
子
供
の
こ
ろ
、
連
絡
船
は
五
と
一
〇
の
日

断崖絶壁に築かれた青ヶ島港 
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に
来
た
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
の
当
時
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
は
伊
豆
諸
島
開
発
㈱
の
貨
客
船
「
弥
栄

丸
」
が
月
に
三
回
就
航
、
一
九
八
七
年
に
は
村
営
連
絡
船
・「
あ
お
が
し
ま
」

が
来
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
八
年
に
は
伊
豆
諸
島
開
発
㈱
の
貨
客
船
「
黒

潮
丸
」（
四
四
〇
ト
ン
）
が
１
週
間
に
１
回
に
な
る
。
さ
ら
に
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
に
同
社
の
還
住
丸
（
一
一
九
ト
ン
）
が
就
航
し
、
一
九
七
二
年

か
ら
続
い
て
い
た
村
営
船
は
廃
止
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年

五
月
に
現
在
の
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
新
し
い
突
堤
が
完
成
し
、
ゆ
り
丸
の
接

岸
試
験
が
行
わ
れ
、
翌
年
六
月
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
（
平

成
一
六
）
年
に
は
環
住
丸
に
変
わ
り
現
在
の
「
あ
お
が
し
ま
丸
」（
四
六
〇

ト
ン
、
定
員
五
〇
名
）
が
就
航
し
た
。
つ
ま
り
現
在
の
運
航
体
制
に
な
っ

て
、
た
か
だ
か
一
五
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
わ
け
だ
。 

現
在
の
青
ヶ
島
港
は
、
最
初
に
で
き
た
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
短
い
突
堤
に

新
た
に
つ
く
ら
れ
た
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
突
堤
の
二
本
が
外
洋
に
突
き
出

て
い
る
だ
け
、
お
よ
そ
「
港
」
と
呼
ぶ
に
は
程
遠
い
状
況
で
、
静
穏
域
の

確
保
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
冬
季
を
中
心
に
海
上
が
時

化
る
と
船
は
接
岸
で
き
ず
、
年
間
の
就
航
日
数
は
一
六
〇
日
前
後
と
低
い
。 

船
の
切
符
の
販
売
時
間
は
一
二
時
一
五
分
か
ら
三
〇
分
ま
で
の
一
五
分

間
に
限
ら
れ
る
。
事
務
の
女
性
が
こ
の
時
間
帯
に
集
落
か
ら
や
っ
て
き
て

販
売
す
る
。「
昨
日
は
乗
り
遅
れ
た
人
が
い
た
の
で
、
気
を
つ
け
る
よ
う
に
」

と
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
少
し
早
め
に
港
に
到
着
し

た
。
一
二
時
四
〇
分
ご
ろ
、「
あ
お
が
し
ま
丸
」
が
入
港
し
た
。
風
が
比
較

的
強
く
波
高
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
無
事
に
着
岸
、
ク
レ
ー
ン

車
で
タ
ラ
ッ
プ
が
架
け
ら
れ
、
八
丈
島
か
ら
の
五
人
が
下
船
し
た
。
引
き

続
き
青
ヶ
島
か
ら
私
を
含
め
乗
客
一
二
人
が
乗
り
込
む
。
物
資
を
運
ぶ
コ

ン
テ
ナ
二
箱
が
積
み
込
ま
れ
、
一
三
時
二
〇
分
に
船
は
島
を
離
れ
た
。
し

ば
ら
く
デ
ッ
キ
で
青
ヶ
島
が
遠
ざ
か
る
の
を
眺
め
て
い
た
が
、
船
は
か
な

2014 年に就航した新船・あおがしま丸 
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り
揺
れ
、
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
座
敷
に
入
っ
て
横
に
な
っ
た
。 

一
六
時
過
ぎ
に
八
丈
島
の
底
土
港
に
入
港
。
港
に
一
番
近
い
「
シ
ェ
ル

ト
ー
ン
」
と
い
う
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
宿
を
と
っ
た
。
夕
食
は
青
酎
の
販
売
先

で
あ
る
「
梁
山
泊
」
と
い
う
居
酒
屋
に
食
べ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
途
中

の
本
屋
で
「
八
丈
島
誌
」
を
購
入
。「
梁
山
泊
」
は
八
丈
島
の
郷
土
料
理
が

売
り
だ
。
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

付
き
だ
し
に
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
刺
身
は
島
で
赤
サ
バ
と
い
う
ハ
チ
ビ
キ
、

カ
ン
パ
チ
、
シ
マ
ア
ジ
。
青
唐
辛
子
を
か
じ
り
な
が
ら
食
べ
る
。
ク
サ
ヤ

は
ム
ロ
ア
ジ
の
小
ぶ
り
の
も
の
で
、
御
主
人
の
話
で
は
こ
の
サ
イ
ズ
が
出

回
る
の
は
一
週
間
ほ
ど
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
島
で
「
に
ょ
う
げ
い
も
」

と
呼
ぶ
里
芋
は
カ
ツ
オ
の
塩
辛
を
つ
け
て
食
べ
る
。
ブ
ド
は
カ
ギ
イ
バ
ラ

ノ
リ
と
い
う
海
藻
を
煮
て
固
め
た
も
の
、
中
に
白
身
の
魚
肉
が
入
っ
て
い

た
。
続
い
て
ト
ビ
ウ
オ
の
す
り
身
の
揚
げ
団
子
、
し
め
は
島
寿
司
四
貫
で

あ
る
。
寿
司
ネ
タ
は
刺
身
と
同
じ
、
こ
れ
に
ハ
バ
ノ
リ
が
加
わ
っ
た
。 

 

【
文
献
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